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W55b すざく衛星搭載X線CCDカメラXISの較正線源イベントの経年変化
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すざく衛星に搭載されたX線CCDカメラXISは打ち上げ以降、順調に観測を続けている。しかし予想されて
いた通り、軌道上での放射線損傷により電荷転送効率が減少して、輝線のエネルギーゲイン及びエネルギー分解
能が時間と共に変化している。
XIS検出器にはこのような時間変化を調べるために、XISの視野の２つの隅を照射する較正線源 55Feが配置さ
れている。本講演ではこの 55FeからのMn-Kα線（絶対エネルギー 5895eV）イベントの波高値及びエネルギー
分解能を時間を追って調べることにより、検出器ごとの電荷転送効率の経年変化を定量的に決定した。本講演で
はこれらの電荷損失の経年変化のデータをもとにして行った機上較正の現状について報告する。
また XISでは 2006年 8月より、エネルギー分解能を回復させる手段として電荷注入を行いながら CCDを動
作させる Spaced-row Charge Injection（SCI）を行っており、この結果Mn-Kα線におけるエネルギー分解能は
210eVから打ち上げ時の 140eVまで改善した。SCIを行っている時には SCIを行っていない時とは異なる電荷転
送効率の補正、および、エネルギーゲイン等の再較正が必要となる。本講演では、SCIを行っている時について
も、較正線源の経年変化について報告する。


